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平成29年度帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援事業

(II 定住外国人の子供の就学促進事業）

事業内容報告書の概要

都道府県・市区町村・協議会名【 豊田市 】

 

平成29年度に実施した取組の内容及び成果と課題

1.事業の実施体制

豊田市経営戦略部国際まちづくり推進課

2.具体の取組内容

NPO法人トルシー ダ
(2009年度～2014年度定住外国人の子どもの就学支援事業実施団体）

・ コ ーディネータ ーの配置（東京外国語大学多文化社会コ ーディネータ ー養成講座修了）

連絡調整、 就学支援

・ 日本語教室の開催（日本語教師有資格者、 日本語教室等指導経験者、 バイリンガル指導員）

日本語指導、 教科指導

・連絡調整会議への参加

豊田市国際まちづくり推進課、 豊田市教育委員会、 （公財）豊田市国際交流協会、 豊田市立東

保見小学校、 豊田市立西保見小学校、 NPO法人子どもの国、 NPO法人保見ケ丘国際交流セン

タ ー、 NPO法人トルシーダ

①不就学等の外国人の子供に係る学校等との連絡調整
コーディネーターを配置し、不就学またはブラジル人学校からの転入を希望する子どもが編入

する予定の公立学校や、 その子どもが 通っているブラジル人学校、 行政（豊田市教育委員会、 豊

田市国際まちづくり推進課、 （公財）豊田市国際交流協会）との連絡調整を行った。 主な受け入

れ校は豊田市立東保見小学校、 西保見小学校、 保見中学校、 逢妻中学校であった。

また、 必要と思われるケー スでは豊田市子ども発達センター等の専門家に相談し、 それぞれ

の子どもに適した指導や保護者との信頼関係構築に努めた。

②学校外における、 不就学等の外国人の子どもに対する日本語、 教科若しくは母語指導又は学習

習慣の確保に係る指導のための教室の開設

豊田市保見ケ丘UR都市再生機構の集会所を活用し、 日本語指導員または、 教科指導員とバ

イリンガル指導員を配置し、 主に小学生、 中学生相当の子どもに対し、 日本語及び教科の指導を

行うための教室を開設した。年間を通じて10名以上の在籍があった。 コーディネーターと連携し

在籍期間半年から1年を目途に、 日本語の韮礎になる力が身につくよう初期日本語指導を行った

。また、就学後の将来について中長期的に考えて学習に取り組めるよう進路に関する情報提供も

あわせて行った。

公立学校を退学した経験を持つ子どもや、 様々な事情で来日し大きな不安を抱える子どもと

保護者に対し面談や交流、 教室活動を通して心理的なケアを行い、 彼らの居場所としての機能

も果たした。 特に長期間不就学状態であった子どもに対し教室参加への働きかけを続け、 本教

室が 子どもの居場所となる環境づくりに務めた。 教室に通えるようになってからも居場所とな

る環境づくりに努めた。

③不就学等の外国人の子供に対する日本語、 教科若しくは母語指導又は学習週間の確保に係る指




